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　平成21年2月11日、羽幌町の公益のため多額の寄附を
され、地方自治の振興・発展に貢献されました。
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　平成21年5月30日、羽幌町の公益のためAED（自動体外
除細器）2台、避難場所標識15 ヶ所を寄贈されました。
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　平成20年12月、羽幌町の公益のため羽幌町中央公民
館にカラオケ機器一式等を寄贈されました。
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　平成20年12月4日、羽幌町の公益のため多額の寄附を
され、地方自治の振興・発展に貢献されました。
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　平成16年１月の設立当初から羽幌みんなでつくる自然
空間協議会の代表として、会をまとめ、地域の環境を地
域の力で復元することを提唱し、地域力の向上及び自然
環境の保全に多大なる貢献をされました。
　また、羽幌町文化財調査委員、羽幌ＳＬ保存同好会事
務局長として、文化の保存・継承に傾注。北海道海鳥セ
ンター友の会代表、羽幌町寺小屋塾副塾長として、自然
環境を通した青少年の健全育成に取り組まれるなど、本
町の教育文化の振興・発展に大きく寄与されました。
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　昭和61年５月から現在まで23年の長きにわたり、保護
司として、犯罪や非行に陥り保護観察を受けることに
なった者への生活相談や社会復帰の支援、帰住後の環境
調整に尽力されました。
　また、羽幌地区保護司会理事、昭和54年10月から現在
まで更生保護婦人会会長、更生保護女性会名誉会長とし
て、地域社会の犯罪・非行を未然に防止するためのボラ
ンティア活動に率先して取り組まれるなど、犯罪や非行
のない明るい社会づくりに大きく貢献されました。
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　昭和35年10月羽幌消防団に入団以来、42年の長きにわ
たり、地域住民の生命財産の保全と地域防災に精励され
ました。
　部長、副分団長を歴任し、平成10年4月、分団長に就任、
機械器具点検整備や消防団員の教育訓練に取組まれるな
ど、消防力の強化に尽力。更に、火災や各種災害にいち
早く出動し、地域防災に大きく貢献されました。また、
平成9年に結成された羽幌消防団纏組の初代組頭として
隊員の指導育成と会の運営に尽力されました。　
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　昭和58年12月から平成19年11月まで24年の長きにわた
り、民生委員児童委員として社会奉仕への深い理解と情
熱を発揮され、地域の人々への支援活動に取り組み、常
に住民の立場に立って相談や助言指導を行なうなど、自
主活動を積極的に展開されました。
　また、平成10年12月からは羽幌町民生委員協議会副総
務、総務（会長）の要職に就任し、各委員の意向を尊重し
ながら会の自主的な事業展開はもとより、多面に及ぶ会
の運営と活動に多大な尽力をされました。
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　平成１０年写真集団はぼろ入会以来、各種作品展へ出展。
平成21年第56回写真道展第1部入選、第2部では第1席入賞
の国土交通大臣賞を受賞されました。

　昭和５４年に設立
以来、フォークダン
スの普及発展に尽力されるとともに、フォークダンスを
通じた健康づくりにも積極的に取り組まれています。　
　今年、創立３０周年記念事業として「第３５回道北地区フォー
クダンス大会」を開催するなど、本町の文化振興の功績は
大きなものがあります。
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　長きにわたり社交ダンスに取り組み、各種大会へ参加、
特に、平成19年北海道アマチュアランキング別競技会「スタ
ンダード部門」優勝など優秀な成績を収めています。
　また、社交ダンスクラブの会長、副会長を務めるとともに、
昭和６３年から平成１０年まで、羽幌町公民館サークル連絡
協議会事務局長として、サークル活動の推進に大きく貢
献。平成１９年から羽幌町文化協会の事務局次長として尽
力され、本町の文化振興の功績は大きなものがあります。
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　昭和５３年羽幌囲碁愛好会結成以来、幹事長、事務局長
を歴任、会員への指導や教室、大会の開催など、囲碁の
普及発展に尽力され、文化振興に貢献されました。
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　平成元年羽幌切り絵同好会発足以来、事務局長、副会
長を歴任、会員への指導、後継者育成などに取り組まれ、
切り絵の普及発展に尽力され、文化振興に貢献されました。
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　平成１１年蕎麦さろん東庵発足以来、会長を務めるとと
もに、蕎麦打ちの指導、体験実演講習の実施やイベント
参加などに取り組まれ、文化振興に貢献されました。
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　小学校3年生よりアルペンスキーの少年団「羽幌レーシン
グ」に所属、各大会で優秀な成績を収められました。
   中学卒業後、札幌第一高等学校へ進学し、平成１７年ま
で全日本スキー連盟のナショナルチームメンバーに選出され、
ヨーロッパの大会を転戦。高校卒業後もスキー専門学校
でアルペンスキーを続け、卒業後は社会人として一層の情
熱を持って取り組まれ、今年3月全日本選手権大会女子
回転で優勝し、全日本チャンピオンの栄に輝いています。
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　昭和６０年羽幌ソフトボール連盟に入会以来、選手、審
判員として各種大会に積極的に参加、長年にわたり連盟
役員として組織運営やソフトボールの普及振興に尽力さ
れ、その功績は高く評価されています。
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　平成7年羽幌パークゴルフ同好会に入会。平成１０年よ
り会計、総務委員長を歴任され、各種大会の運営に手腕
を発揮、役員の育成や会員の研修、親睦を図るなど、そ
の功績は高く評価されています。
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　昭和５３年羽幌スキー連盟会員となり、スキー技術の研
鑽に努め、ジュニアの育成やスキー教室の講師など多彩
に活動。昭和６０年から事業部長として、事業の企画運営
に貢献され、その功績は高く評価されています。
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　羽幌中学校、羽幌高等学校で陸上部に所属。中学３年
時、中体連留萌大会砲丸投げ優勝、全道中体連陸上砲丸投
げ5位。高体連旭川地区新人戦では円盤投げ2位、砲丸投
げ3位、全道高体連陸上では、決勝に進出し、来期のイン
ターハイ出場の可能性を秘めた成績を収められました。
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　羽幌中学校陸上部に所属。中体連留萌大会では優勝や
上位入賞を収め、今年の中体連留萌大会では４００ｍ２位、
走り高跳び優勝、全道中体連陸上では四種競技３位、全
道通信陸上大会では四種競技総合ランク１位の成績を収
められました。
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　平成20年度の各会計決算が町議会9

月定例会で認定されました。

　一般会計の歳入総額は57億3,997万

円、歳出総額は53億6,626万円で、差し

引き3億7,371万円の黒字決算となって

いますが、その内の2億8,631万円は国

の景気対策として予算措置され、「繰越

明許費」により平成21年度に繰り越し

て事業を実施するものです。
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　歳入のうち国から交付される「地方

交付税」が約半分を占めています。

　国の財政も依然厳しい状況となって

いることから、この交付税が今後どの

ようになっていくのか気を付けていか

なければなりません。

　歳出においても厳しい財政状況にあ

るため、これからも行財政改革を進め

効率的で持続可能な財政にしていくこ

とが必要となっています。
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※決算額は消費税差し引き後の額です。

収益的収支決算　利益　��������

資本的収支額　収入不足額　��������

資本的収支の不足額については、留保資金で補填しています。
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※人口・世帯数は平成21年3月末日現在
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平
成　

年
度
で
実
施
さ
れ
た
主
な
事

20

業
は
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
大
き
な
事
業
を
実
施
す
る
場

合
は
、国
な
ど
か
ら
借
金
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
借
入
額
は
棒
グ

ラ
フ
、償
還
額
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
が
、平
成　

年
度
の
借
入
は
港
湾

20

整
備
や
公
営
住
宅
整
備
、漁
業
関
連
施
設

整
備
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

償
還
額
は
、減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
大
き
な
事
業
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、借
金
が
増
え
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、総
合
振
興
計
画
や

自
立
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
計
画
的
な
事
業

を
実
施
し
、更
に
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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15年度～20年度は実績。21年度以降は20年度末残高に対する償還額。
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　決算報告に引き続き、こち

らは今年度上半期（平成21年4

月1日～平成21年9月30日）の

財政状況をお知らせします。

　これは条例に基づいて毎年

2回定期的に予算の執行状況

をお知らせするもので、町の

財政を知っていただき、町の

施策へのご理解とご協力をお

願いするものです。

　

　平成21年度の一般会計当初

予算は、56億2,000万円（対前

年度比：1億1,000万円、約2.0％

の減）でスタートしましたが、

4回の補正と平成20年度に国

の景気対策として予算措置さ

れ、今年度へ繰り越しされた

「繰越明許費」を併せた9月末

現在の予算は、65億１，２９５万3

千円となっています。

　前年度同時期の56億606万2

千円と比較しますと、9億689

万1千円、約16.2％の増となっ

ております。
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公
表
す
る
の
は
次
の
5
つ
の
指

標
で
す
。
こ
の
数
値
か
ら
町
財

政
の
健
全
度
を
判
断
し
ま
す
。
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こ
の
う
ち
①
〜
④
の
４
つ
の
指

標
を
ま
と
め
て「
健
全
化
判
断

比
率
」と
い
い
ま
す
。
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�
�
�健

全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
1

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上

で
あ
る
場
合
は
財
政
健
全
化
計

画
を
、
財
政
再
生
基
準
以
上
で

あ
る
場
合
は
財
政
再
生
計
画
を

定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健

全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
決
算
額
を
基
に
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
算
定

20

し
た
と
こ
ろ
、
羽
幌
町
の
財
政
状
況
は
右
表
の
と
お
り�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
。
将
来
負
担
比
率
の
減
少
は
、
地
方
債
の
現
在
高

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
羽
幌
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続

き
行
財
政
改
革
を
進
め
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�������
���

����
������������

20.0％－�水道事業会計

20.0％－�下水道事業特別会計

20.0％－�簡易水道事業特別会計
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20.0％15.0％－�実質赤字比率

40.0％20.0％－�連結実質赤字比率

35.0％25.0％16.4％�����実質公債費比率

350.0％76.0％�����将来負担比率
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ど
し
て
い
ま
す
が
、
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
環
境
美
化

に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
投
棄
さ
せ
な
い
状
況

を
つ
く
る
こ
と
、
良
識
あ
る
心
を
広
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
町
民
み
ん
な
の
手
で
、
羽
幌
の

自
然
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見

か
け
た
ら
、
役
場
町
民
課
環
境
衛
生
係
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
美
観
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

自
然
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
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不
法
投
棄
は
、
罪
が
非
常
に
重
く
、
個
人
の

場
合
は
「
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
」
法
人
の
場
合
で
悪
質
な

ケ
ー
ス
は
な
ん
と
「
１
億
円
以
下
の
罰
金
」
が

処
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

��
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ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処

分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
と

は
、
違
法
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
で
す
。

　

よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
の

土
地
な
ら
不
法
投
棄
に
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
他
人
の
土
地
で

も
自
分
の
土
地
で
も
ご
み
を
捨
て
る
行
為
は

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
投
棄
は
量
の
多
少
で
は
な
く
、
モ
ラ
ル

の
問
題
で
す
。
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町
で
は
随
時
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
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�
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�
	


�

　

暮
ら
し
の
中
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
物

は
、
全
て
地
球
の
貴
重
な
資
源
か
ら
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
資
源
は
、
私
た
ち
人
類
の
限
り
あ
る

財
産
で
す
。
私
た
ち
は
地
球
環
境
を
守
り
、
限

り
あ
る
貴
重
な
資
源
を
有
効
に
使
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

羽
幌
町
で
は
平
成　

年　

月
か
ら
ご
み
の

14

10

分
別
を
行
い
、
現
在　

品
目
に
分
別
し
て
収
集

１１

し
て
い
ま
す
。
古
紙
類
、
缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
布
類
な
ど
の
資

源
物
は
、
専
門
の
業
者
な
ど
に
売
却
し
、
再
び

製
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
の
製
品
化
例
】　

   
牛
乳
パ
ッ
ク 
６
枚 �
 
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー   
１
個

  
ア
ル
ミ
缶
を
再
生 �
 
原
料
か
ら
作
る
よ
り 　

％   

97

                                           
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
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「
処
分
費
用
が
も
っ
た
い
な
い
」「
分
別
が
め

ん
ど
く
さ
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
モ
ラ
ル
を

欠
い
た
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
、
山
林
、
道

路
際
、
河
川
敷
、
空
き
地
な
ど
、
人
け
の
な
い

場
所
で
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

�������

写真は羽幌町内の不法投棄現場
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町
民
課
環
境
衛
生
係

�
 
6
2
・
1
2
1
1　

内
線
（
1
0
5
）
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�　十五夜にちなんで羽幌保育園で月見

だんごづくりが行われました。生地を

丸める作業では丸い形のほか、へびや

サッカーボールなど思い思いの形をつ

くっていました。(����)

�　第18回いちい大学運動会が開催され

ました。スピードや体力を競うのでは

なく、ゆっくりした動きで無理なく参

加できるよう趣向をこらした種目ばか

りとあって、笑い声が絶えず、楽しそう

に競技に参加していました。(�����)

�　羽幌高校創立60周年記念式典が開催

され、卒業生や学校関係者など約70名

が羽幌高校の「還暦」をお祝いしました。

式典では、北川校長のあいさつの後、歴

代の校長やPTA会長に表彰状が贈られ

ました。(�����)

�　天売小中学校で合同文化祭が開催さ

れました。学芸発表では、子どもたち

が日頃の学習・活動の成果を披露。観客

の声援や手拍子を受け、ときに笑いも

誘っていました。(������)

�　子どもたちへの正しい剣道の技術習

得を目的に剣道クリニックが開催され

ました。全道各地から200名余りの少年

少女剣士が参加。世界レベルの技術を

間近で体感し、真剣な表情で指導を受

けていました。(�����)

�　焼尻小学校開校120周年を祝う記念

式典が開催されました。小中学校の児

童生徒14名を含め、約80名が出席。眞

栗校長のあいさつや祝辞に続き、児童

生徒による喜びの言葉や合唱が披露さ

れました。(�����)
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���������������北海道立羽幌病院　� 0164-62-6060　
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■平成21年12月分の診療外来体制は次のとおりです。
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町
内
で
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、　

月
は
学
校
や

10

幼
稚
園
、
保
育
園
で
休
校
や
休
園
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
注
意
が

必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

新
型
も
季
節
性
も
ど
ち
ら
も
基
本
的
な
注
意
点
は
同
じ
で
す
。
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  ※受診の際はマスクをして出かけましょう。

��������

����������
  ※1週間程度の自宅療養が基本です。熱が下がって2日目ま
   で、または、症状がはじまった日の翌日から7日目までは感 
   染力が残っていて、他の人に感染させる可能性があります。
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������������福祉課保健係（すこやか健康センター内）� 0164-62-60２0　

��������	

��������������
  ※咳の症状にはマスクを着用しましょう。咳やくしゃみをす
   るときは、ティッシュなどで口や鼻を抑えたり、周りの人 から
   顔をそむけるようにしましょう。



��齋藤 あゆみ(保健師)
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か
に
で
き
、
あ
る
程
度
な
ら
上
昇

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
骨
粗

し
ょ
う
症
の
予
防
に
遅
い
と
い
う

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
粗
し
ょ
う

症
の
た
め
の
生
活
習
慣
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�　
骨
の
形
成
に
必
要
な
カ

ル
シ
ウ
ム
を
毎
日
の
食
事
に
多
く

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ビ

タ
ミ
ン
D
や
ビ
タ
ミ
ン
K
も
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
た
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
排
泄
を
抑
え
る
の
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
と
と
も
に
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。
一
方
で
、
食
塩
や
リ
ン

は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
外
に
排
泄
し

て
し
ま
う
の
で
、
と
り
す
ぎ
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
�
�
�
�
�
�

ウ
ム
の
吸
収
力
低
下
、
閉
経
に
よ

る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
、
偏
食

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
不
足
、
運
動
不
足
、
遺
伝
な
ど

に
よ
り
、
壊
さ
れ
る
骨
の
量
が
新

し
く
作
ら
れ
る
骨
の
量
よ
り
も
増

え
、
骨
量
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
重
い

物
を
持
っ
た
り
、
転
ん
だ
だ
け
で

骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
骨
折
し
て
か
ら
新
し
い
骨
が
作

ら
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

長
期
間
寝
た
き
り
状
態
に
な
る

（
介
護
を
必
要
と
す
る
）危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
、
背
骨
が
つ
ぶ
れ
て
背
中
が

丸
く
曲
が
る
こ
と
で
姿
勢
が
悪
く

な
っ
た
り
、
激
し
い
背
痛
・
腰
痛

が
つ
づ
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
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加
齢
に
伴
う
骨
量
減
少
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
と
骨
量
の
減
少
を
ゆ
る
や

粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
カ

ル
シ
ウ
ム
量
が
減
少
し
て
、

骨
の
内
部
に
小
さ
な
穴
が
た
く
さ

ん
で
き
て
ス
カ
ス
カ
に
な
る
病
気

で
す
。
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨

が
つ
ぶ
れ
や
す
く
、
折
れ
や
す
い

状
態
と
い
え
ま
す
。
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骨
も
皮
膚
な
ど
の
組
織
と
同
じ

よ
う
に
古
い
も
の
は
壊
さ
れ
、
新

し
い
も
の
が
作
ら
れ
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
加
齢
に
よ
る
カ
ル
シ

�

�
�
�
�　
適
度
な
運
動
が
骨
に

体
重
や
刺
激
を
与
え
丈
夫
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
が
丈
夫

に
な
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

能
力
が
高
ま
る
効
果
や
、
筋
力

が
つ
き
反
射
神
経
も
よ
く
な
る

た
め
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
防
ぎ

ま
す
。
た
だ
し
、
激
し
い
運
動

は
ケ
ガ
や
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
体
に
無
理
の
な
い
体

操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
同
時
に
転

倒
予
防
が
非
常
に
大
切
で
す
。

転
倒
の
多
く
は
家
の
中
で
起
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
の
中
を
整
理
整
頓
し
、
転
ば

な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

�������	
��

�����������	
��

���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������

�������������	
��

�����������	
�

������ ������������	
�

����������	
�

�������������

������ ���������������

�������������	
��

������������	�

�� ��������������

���������������

��������	
����
��������	
��

�������	

����

��������	
��
�
�������	
�

�������	

����

�������	
�

�������	
��
������

�������	


�������	
��


�������������	�



�����
�������	��

第57回町民芸術祭が、10月31日～11月３日羽幌町中央公民館で開

催されました。今年も熱心な創作活動から生まれた素晴らしい

作品の展示のほか、舞台では音楽や踊りなど日ごろの練習の成果

が披露されました。展示と舞台の一部をご紹介します。

�������������	��
最終日、大ホールのステージでは舞台部門の
発表がおこなわれ、客席から大きな拍手を受
けていました。

菊花展をはじめ、写真、絵画、書道、陶芸、手芸、俳
句や、老人クラブ書道展、いちい大学作品展など、子
どもからお年寄りまで、町民の皆さんの作品を一堂に
展示。訪れた方々は作品に見入っていました。

������(１０月31日～１１月2日)



新刊やおすすめの本、催しなどをお知らせしています。
蔵書は羽幌町ホームページで検索することができます。
【開館時間】午前10：00～午後5：00
【休館日】 毎月1回、第4日曜日　　

��������	
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����	� 0164-62-1178(中央公民館内）

������
�����

��������������

�����
藤沢　周　著

�����
畠中　恵　著

��������
蓮池　薫　著

�����
逢坂　剛　著

����
江原　啓之　著

������
帚木　蓬生　著

������
朱川　湊人　著

���
石田　衣良　著

��������	

山下　明生　著

��������
加藤　由子　監修

��������	
スーザン・メドー　著

�������	
��

石井　睦美　著

�������
今村　葦子　著

��������
かとう　ようこ　著

�������
銀城　康子　著

�������	
ダレン・シャン　著
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    図書室で本の読み聞かせをしています。
    だれでも参加できます。
    おともだちと来てね。

昨年の芥川賞受賞作家の最新刊。
人はなぜ理由もなく人を傷つけられ
るのだろう。痛みを抱えた少年の目
に映る「世界」に救いはあるのか。善
悪の根源を問う長篇小説。

���
川上　未映子　著

�������	
上橋　菜穂子　著　

NHK教育テレビで現在放送中のアニ
メの原作。孤高の獣と、それに向かっ
て竪琴を奏でる少女エリン。「リョザ
神王国」と呼ばれる異世界の地を舞台
とするファンタジー巨編。

図書室では、ご要望の多い新聞と雑誌を定期購読しています。
新聞と最新号の雑誌は貸し出しできませんので、図書室内でお読みください。
雑誌のバックナンバーは貸し出しができます。新聞、雑誌はおおよそ1年分保
管しています。お気軽にご活用ください。
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������　   暮らしの手帖
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� 0164-62-1211(代表)
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　平成22年4月1日から、長時間労働の抑制、労働者の健
康確保、仕事と生活の調和を図ることを目的に、労働基
準法の一部が改正されます。主な改正内容は次のとお
りですが、詳しくはお問い合わせください。

�������

・1カ月60時間を越える時間外労働に対する割増賃金率
が5割増以上に引き上げ（猶予事業場あり）
・割増賃金の支払いに代えた代替休暇の仕組みを導入
・限度時間を超えた時間外労働に対する割増賃金率引
き上げなどの努力義務が労使に課せられる
・年次有給休暇が時間単位でも取得可能となる

������

　留萌労働基準監督署 � 0164-42-0463
������

　財務課税務係 � 62-1211(内線256・257・258）
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　町では11月より「滞納整理特別対策本部」を設置し、
催告書の発送や自宅・勤務先への訪問を行い、納付に応
じない方については給与差押、預貯金等の差押、動産
の差押も視野に入れ、収納の向上を図っています。
　税金や各種使用料は、町民皆様の福祉や教育など、
町民生活に必要なさまざまな活動に使われる大変貴重
な財源です。
　納期ごとに納めることが困難な場合は、早めに財務
課税務係へご相談ください。
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・介護保険料
・後期高齢者医療保険料
・下水道受益者負担金
・常設保育料
・公営住宅使用料
・港湾使用料
・土地貸付料
・建物貸付収入　など

・道町民税
・国民健康保険税
・固定資産税
・軽自動車税
・法人町民税
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�����������

　　9件)(　　　1件発 生 件 数

　　　1人)(　　　0人死 者

　　9人)(　　　1人負 傷 者

������
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　273件)(　　　22件救 急 出 動

　　271人)(　　　22人搬 送 人 員

　　　1件)(　　1件火 災 件 数

2,867千円)(　　2,867千円損 害 額

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　0人)(　　　0人負 傷 者

　羽幌警察署並びに消防署から10月における各件数な
どのお知らせです。
　これからは徐々に日が短くなります。夕暮れ時は早
めのライト点灯で、安全運転を心がけましょう。

��������	
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　12月28日(月)  午前9:00～正午
　川北老人福祉センター�62-1424

固定資産税（第3期分）
国民健康保険税（第5期分）
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�

　財務課税務係 � 62-1211(内線258）

　下記の事項に該当する場合は届出が必要となります
ので、忘れずに手続きをされますようお知らせいたし
ます。ご不明な点がありましたらお問い合わせくださ
い。

�������	
�

財務課税務係までご連絡ください。後日、家屋調査を
行います。「土地に定着している」「屋根及び壁などがあ
る」「目的とする用途に使用できる状態にある」などの
要件を満たすと家屋と認定され、固定資産税が課税さ
れます。
なお、この届出により登記簿に登記されることはあり
ませんので、建築した家屋の登記をされる場合は法務
局で手続きを行ってください。

�������	
�

「家屋解体届」を財務課税務係へ提出してください。
用紙は財務課税務係に用意してあります。届出の際に
は、解体の事実確認のため添付書類として解体したこ
とがわかる書類等が必要となる場合があります。
なお、この届出により登記簿の登記が変更されること
はありませんので、登記された家屋を解体した場合は、
法務局で手続きを行ってください。
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「未登記家屋所有者移転届」を変更された年の12月末ま
でに財務課税務係へ提出してください。届出のあった
日の翌年から、新たな所有者が納税義務者となります。
なお、届出の際には、記名、押印のほか所有者変更の
確認のため、添付書類として売買
契約書の写し等が必要となる場合
があります。
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�羽幌警察署 � 62-1110
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��

「�������	
��
�」���

　北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の意識
を深めるとともに、国際社会と連携して人権侵害問題
の実態を解明し、その抑止を図る目的として、平成18
年6月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問
題への対処に関する法律」が施行されました。
　毎年、12月10日から16日までは「北朝鮮人権侵害問
題啓発週間」です。拉致問題の解決をはじめ、北朝鮮当
局による人権侵害問題への対処など、この問題につい
て関心と認識を深めていくことが大切です。
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�北海道海鳥センター � 69-2080

　北海道海鳥センターでは、地球温暖化対策（CO2削
減）のため下記の期間、開館時間を一部変更します。ご
理解とご協力をお願いします。

��　平成22年3月31日まで
����　（火曜～金曜）　午前9:00～午後4:00
　　　　　（土・日・祝日）　午前9:00～午後5:00
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※各事業の日程や詳細は、決
まり次第お知らせいたします。
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��　羽幌町南3条2丁目1番地(相談窓口)
��　62-5060　※雇用促進支援員が対応します。

��������商工観光課商工労働係 � 62-1211(内線362）

　留萌管内すべての高等学校や特別支援学校における
日頃の学習活動の成果などを生徒が発表します。また、
地域の方々の協力により、お子さんから大人までが楽
しめる多彩なプログラムも用意しています。ぜひご来
場ください。

��　12月12日（土）　午前11：00～午後3：30
���苫前町公民館(苫前町字古丹別）
���幼児、小・中学生、高校生や保護者などどなたで
も参加いただけます
���北海道教育庁留萌教育局
���羽幌町教育委員会ほか
�������

【������】
ものづくり体験教室、カレンダー作成体験、体力測定、
総合型地域スポーツクラブスポーツ体験、絵本の読み聞
かせ、餅つき（ふるまい） など

【��������】
羽幌高校生徒等による学校紹介・生徒作品展示、演劇公演、
吹奏楽演奏、地域文化サークル等作品展示 など

【������】
生徒開発商品、鉢花・農産物、地域の特産品販売 など

【����】
高校生による討論会、地域教育フォーラム（地域の方によ
る教育討論会）

�������	
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����「�������」
る
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　北海道教育庁留萌教育局 � 0164-42-8507
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　社会教育課社会教育係 � 62-5880
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　ＮＨＫ学園には、趣味・教養から語学・資格まで、
幅広いジャンルの講座が200コース以上あります。通
信講座で新しい趣味・スキルを身につけてみませんか。
まずは無料の案内書をご請求ください。

����　生涯学習通信講座
※俳句、短歌、川柳、書道、ペン字、水彩画、写真、
小文書、ハングル、中国語、簿記 など
����　3カ月～1年（講座によって異なります）

�������ＮＨＫ学園 � 042-572-3151（代表）
　<案内書請求フリーダイヤル>  0120-06-8881

�������	


　財務課税務係 � 62-1211(内線256)
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　次のとおり臨時職員を募集します。業務内容は確定
申告の期間中の個人住民税申告事務の補助です。希望
される方はご応募ください。

����　財務課税務係
�����個人住民税に関する事務補助
　　　　　(主にコンピュータによる事務)
����　2名
�����・高等学校卒業の資格を有する者
　　　　　・羽幌町に住所を有し、通勤可能な者
����　月曜日～金曜日・1日8時間(週40時間)
����　・平成22年1月6日～3月31日(3カ月） 1名
　　　　　・平成22年2月1日～3月31日(2カ月） 1名
��　日額 5,700円
����・3カ月雇用は社会保険、厚生年金、雇用保険、
　　　　非常勤 公務災害補償に加入
　　　　・2カ月雇用は非常勤公務災害補償に加入
����　市販の履歴書(顔写真貼付)に必要事項を記
　　　　　入のうえ、平成21年12月10日(必着)までに
　　　　　財務課税務係に応募する。
����　(一次選考) 履歴書による書類選考
　　　　　(二次選考) 面接を実施 
 　　　　  ※日程は後日通知します

　平成22年の新成人をお祝いします。
　町外からの出席も可能ですのでお申込みください。

���平成22年1月10日(日)　午後1:00から
���中央公民館
���平成元年4月2日～平成2年4月1日生まれの方
����

【羽幌町に住民登録のある方】　申込みはいりません。
【羽幌町に住民登録のない方】　12月11日までに電話で
申込みください。保護者の方からの申込でも結構です。

※期限以降の申込みの方は、
式典には出席できますが、成
人者名簿には記載されません
のでご了承ください。

��������	�
�

�������	
��
����

�����������	
��


�������	
�

　地域の課題に対して町民、ＰＴＡ、行政などが一体
となって取り組み、課題解決を図るため毎年開催して
います。今回は子どもの発達について医師の立場から
お話をいただきます。申し込みはいりません。お気軽
にお越しください。

��　11月27日(金)　午後7:00
��　中央公民館大ホール
��　北海道大学病院スポーツ医学診療科
　　　講師 近藤 英司 氏
���　無料

������

　社会教育課社会教育係 � 62-5880
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　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららが
落ちて歩行者がけがをしたり、死亡する事故が起きて
います。建物の管理者が損害賠償の責任を問われた例
もあります。冬期間の通行を円滑にし事故を防ぐため
早めの準備をするとともに、降雪後も次のことに注意
しましょう。

�屋根の雪や氷などが道路に落ちるような建物には、
丈夫な滑り止めをつけましょう。
�気温が急に上昇し、特に－3度～＋3度位になったと
きが一番落ちやすい状態となっています。早めに雪や
氷を屋根からおろすようにし、作業時は必ず命綱をつ
けましょう。
�屋根から大量の雪が落ちたときは直ちに事故がない
かどうかを確かめ、すみやかに処理しましょう。
�歩行する場合、軒下の通行はできるだけ避け、小さ
いお子さんを歩道で遊ばせないようにしましょう。

������

　建設水道課管理係 � 62-1211(内線313・314)
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健康センター午前9：45～あいあいサ～クル  2日(水)

健康センター午後12：30～1歳6カ月児健診  2日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ  7日(月)

健康センター午後1：00～乳児健診  9日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ14日(月)

健康センター午前9：45～あいあいサ～クル16日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ21日(月)

健康センター午前9：30～苺くらぶ24日(木)

　対象となる方にはお手紙で通知しています。あいあ
いサークルは、0歳児のお子さんとその保護者が対象で
す。申し込みはいりませんので気軽にご参加ください。

������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

�����������	
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　外出する機会の少ない高齢者のための健康教室です。
健康相談も併せて行いますので、気軽に楽しみながら
ご参加ください。送迎バスも運行しますので、ご利用
の方は申し込みの際にお知らせください。

��　12月22日(火)　午後1:30から
��　はぼろ温泉サンセットプラザ
���　入浴料 550円（回数券・割引券使用可）
����65歳以上で温泉入浴に支障の無い方
����　12月15日(火)まで

�������	
　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020
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　道立羽幌病院については土・日曜日及び祝祭日を含
め、救急診療を行っています。

������　加藤病院
　　　　　(南6条5丁目)
　　　　   � 62-1005
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　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020
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　食育とは様々な経験を通じて「食」に関する知識と
選択する力を習得し、豊かで健全な食生活を実践する
ことができる人を育てることです。「クリスマス」は料
理で親子一緒に食育を体験
しましょう。

��　12月13日(日)　午前10:00～午後1:00
��　すこやか健康センター
��　食育の話、調理・試食(オムライス、ツナの焼きコ
ロッケ、コンソメ野菜スープ、ぷちぷちフルーツポンチ)

��　小学生とその保護者
���　1人300円
����　12月4日(金)まで

�������	
��


　人権擁護委員による「人権相談所」を開設します。相
談内容の秘密は固く守られますので安心してご相談く
ださい。

��　12月8日(火)　午後1:00～午後3:00
��　中央公民館 第3研修室
��　無料
����

・家庭内の問題、借地借家の問題、土地や建物の名義
変更手続き など

�������町民課総合受付係 � 62-1211(内線101)

　羽幌町社会福祉協議会では、心配ごと相談所を毎月1
回開催しています。どうぞお気軽にご利用ください。

��　12月21日(月)　午後1:３０～午後4:00
��　勤労青少年ホーム

�������

������　羽幌町社会福祉協議会 � 69-2311

　年金の加入状況の確認、納付書や年金手帳の再発行
依頼など年金に係る相談を受け付けています。
　請求の際には、印鑑や通帳等必要なものがあります
ので、事前にお問い合わせすることをおすすめします。

���12月10日(木)　午前10:00～午後4:00
��　役場4階 大会議室

�����

������

　留萌社会保険事務所 � 0164-43-7211

������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

　保健師と栄養士による健康相談です。町内在住の方
なら誰でも利用できます。毎回軽い運動と体重・体脂
肪測定、血圧測定、健康の話をしています。

��　12月15日(火)
��　太極拳　※動きやすい服装でお越しください。
��　川北老人福祉センター (午前10:00～午前11:30)
　　　すこやか健康センター (午後1:00～午後3:00)
　　　※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。

�����

　行政についてわからないことなどがあれば、お気軽
にご相談ください。相談内容の秘密は厳守されます。

��　12月8日(火)　午前9:00～正午
��　役場1階 相談室
���

・苦情がある、困っていることがある
・手続き、サービスなどで制度や仕組みがわからない
・苦情や困っていることについて、どこに相談してよ
　いかわからない

�������町民課総合受付係 � 62-1211(内線101)

�����

　警察では、事件や事故の被害に遭った方や家庭内暴
力、ストーカー、お子さんのいじめ問題などで悩んで
いる方の相談を受け付けています。また、事件や事故
による傷が癒されず悩んでいる方のために、民間被害
者相談窓口のカウンセラーがお話をお聞きします。

�����

�性犯罪、少年相談110番　0120-677-110

����　
�専用電話�＃9110
�旭川方面�0166-34-9110

�������	
　
�北海道被害者相談室　011-232-8740
�北海道暴力追放センター　0120-210-490
�北海道交通安全活動推進センター　011-233-2543

������　羽幌警察署 � 62-1110

��������	
��
����

　留萌圏域障がい者総合相談支援センター「うぇる」で
は、生活のしづらさを感じている方や将来に不安を感
じている方などのために、巡回相談を行っています。
　年齢や障がいの種類、障害者手帳の有無は問いませ
ん。無料で相談できますので気軽にご利用ください。

��　毎週 木曜日　午前9:0０～午後5:00
��　川北老人福祉センター
※訪問での相談も受け付けています。事前にご連絡ください。

���

　留萌圏域障がい者総合相談支援センター「うぇる」
　(電話)　0164-43-7575
　(メール)　wel-s ien@bz01.pla la.or . jp

��������	
��
�����

������

　福祉課社会福祉係 � 62-1211(内線122)
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